
(学校番号　　　　　 小－７　　      　　)

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
学校関係者評価結果
を踏まえた今後の
改善方策

・各教科で工夫した授業を創造
し、学習意欲の高まりがみられる
か。また、校内研修により情報活
用能力が身に付いている。

・誰にとっても分かりやすいユニバーサルデ
ザインの授業を心がけた。また校内研究の領
域を「情報」とし、子供たちの情報活用能力や
表現力の向上につながった。

・特別な教科道徳の時間や子供
主体の活動を多く創出し、児童
一人一人の思いやりの心が育っ
ている。

・道徳の時間では、担任同士が交換授業を
行うなど、担任以外の職員が授業を行うこと
で児童を思いを多角的に見取ることができ
た。
・児童主体の挨拶運動、廊下歩行運動を行う
ことで学校生活をより良いものにしようとする
思いが培われた。
・児童会主催で「いじめゼロ宣言」集会を複数
回行い、自分たちでいじめのない学校づくり
を目指していこうとする学校風土ができた。

・健康に留意し、休み時間等、外
遊びの時間が確保され安全に留
意しながら体力づくりに取り組ん
でいる。

・６年作製の「外遊びすごろく」を各学級に配
付するなど、外遊びを推奨する活動を行っ
た。外遊びや校庭の遊具遊びをする機会が
増え、体を動かす時間が増えた。
・市の各種体育大会に向け、朝の練習に取り
組んだ。大会参加者だけでなく、体力向上の
ために体を動かしたい子供たちも多く参加し
ていた。

・月単位で重点項目を
たて、取り組んではど
うか
・地域との関連で運動
会に敬老会に案内を
出しても超高齢化に
なっていて難しい。団
体のくくりがあるので、
長寿会（敬老会）は難
しい。
・感染症について適切
に対応できている。
・子供たちの計画をも
とにやっている。トップ
ダウンでなく、非常に
よい。
・授業以外の外遊び
の工夫が見られた。継
続してほしい。外遊び
を生活化していくこと
が大切。公園での遊
び方も変わってきてい
る。地域学校家庭の３
位一体で啓発方法を
生み出したい。

・進んで考え、表現で
きる児童の育成を目指
し、「わかる授業」の実
践や確かな学力の定
着を目指した授業を引
き続き行っていく。
・小規模校であるアット
ホームな雰囲気を大
切にし、児童同士や児
童と教職員との関わり
を通して思いやりの心
を育てていく。
・地域、学校、家庭と
が連携して子供を育て
ていく。

教
育
目
標

(1)学校･学年･学級経
営の充実

(2)学習指導の充実

(3)美しい教育環境の
整備･充実

(4)生徒指導、特別支
援教育の充実･推進

(5)心の健康と体力の
増進、安全指導の強
化

(6)開かれた学校の推
進

・若年層研修の充実を図
る。また、「わかる授業」の
創造に向け授業の質的な
向上を全職員で目指して
いく。
・学校生活全体を通し、思
いやりの心の育成に向け、
兄弟学級交流や縦割り清
掃などを継続し、他者との
関わりの機会を多くもてるよ
うにしていく。
・休み時間の外遊びや正
課時体育の時間を充実さ
せることで、自ら進んで運
動に親しむ児童を育成す
る。
・学校と家庭・地域がより連
携し、児童の生活習慣を徹
底して身に付けられるよう
にする。



(学校番号　　　　　 小－７　　      　　)

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
学校関係者評価結果
を踏まえた今後の
改善方策

・各教科の学習や様々な体験学
習を通して豊かな心と学習意欲
が高まっている。

・体験学習や外部講師、企業や農家、歯医
者や助産師による出前授業の活用を推進す
ることによって、児童の興味・関心を高め、体
験学習の充実を図った。学習内容をより効果
的に身につける工夫や努力をすることができ
た。

・個に応じたきめ細かな指導を徹
底し、思考力の育成が図られて
いる。

・学習過程を明確にするために資料を作成
し、見通しをもって学習に取り組むようにし
た。
・特別な支援が必要な児童には、個別の教
育支援計画、個別の指導計画を作成し、保
護者と具体的な指導、支援方法を共有して
対応することができた。

・「教育課程特例に基づく小学校
１、２年生の英語教育」により、ど
の学年においても英語学習への
興味・関心が高まっている。

・担任や教科担任とＡＬＴとがティームティー
チングによる学習活動を通して、楽しく英語
に触れることができ、外国語の音声やリズム
に慣れ親しむことができた。
・保護者による学校評価では「子供は英語を
楽しみにしている」との肯定的評価は５８．
５％にとどまり、今後の授業について改善を
図りたい。

・校務分掌を整理し、教職員が
自分の力を発揮できる校内体制
が確立している。

・教員の減少および年度当初からの講師未
配置に伴い、一部の職員の校務分掌に偏り
が生じた。業務改善の視点からも、より均衡が
図れるような分掌割り振りが課題である。

・教職員は、通知文を理解し服
務を厳正に行っているか。不祥
事根絶に向け学校全体で取り組
んでいる。

・職員会議、打ち合わせなどで都度、事例を
示し、不祥事根絶についての意識向上を図
ることができた。
・不祥事根絶研修では、市場小からは絶対に
不祥事を出さないという思いを全職員で確認
し合い、互いに声を掛け合いながら職務に当
たっていこうとする組織風土が醸成された。

・個人情報の管理を徹底して
行っている。

・情報管理「４つの確認」「４つの約束」を周知
し施錠して保管するなど情報管理を徹底し
た。また、個人情報持ち出す場合は持ち出し
簿への記載を徹底した。職員による生徒の
メールアドレス等の収集記録簿により、個人
情報の管理を徹底した。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・豊かな学びで一人
一人の夢を育てる教
育課程を編成し、推
進していく。また、確か
な学力を育成するた
めに、授業改善、指導
過程の工夫を行う。

・葛南スタイルの授業を進
め主体的に学習に取り組
める「わかる授業」の実践
に努めていく。
 「教える授業」から「学ぶ授業」へ
　（1）見出す
　（2）自分で取り組む
　（3）広げ深める

　（4）まとめあげる

・今後も個別の教育支援計
画や個別の指導計画を活
用し、より効果的な個々に
応じた指導を模索する。
・今年度、関係機関（総合
教育センター特別支援班、
特別支援学校巡回指導、
訪問支援員）に来校・児童
観察を依頼し、助言をいた
だいた。今後も、児童の実
態把握、支援の手立てに
ついて協議を図り対応して
いく。

・体験学習の充実が
市場小のよさの一つ
である。
知識、経験の引き出し
を増やせる貴重な授
業となっている。
・教育方針の転換をう
け、個に応じた指導が
なされている。
・指導者が少ない中で
の方法を模索していく
必要がある。

・体験活動や芸術・文
化に触れる活動を教
科の学習と関連付け
て年間計画に位置付
けて実施し、学習の充
実を図る。
・船橋の教育2020にあ
る「ふるさと船橋」・地
域学習を大切に扱っ
ていく。
・個別の指導計画や
個別の教育支援計画
をより効果的に活用し
ていく。個に応じた指
導を行うことができるよ
うに教職員での共通
理解を図る場を十分
に活用していく。

・少ない職員で分掌を
振り分けるのは大変。
割愛できるのは、思い
切った変革が必要で
ある。
・負担増へのストレス
による不祥事が増えて
いる。校務分掌への
配慮をしてほしい。

・学校の規模に合わせ
た体制に変えていき、
校務分掌は偏りのな
いように、職員の得意
な分野や年齢構成を
鑑みながら十分配慮
していく。

組
織
運
営

・児童が充実した学校
生活を送れるように、
学校運営、学級経営
に関して明確かつ厳
正な運営、責任体制
を確立する。

・教職員が行った自己評価
に基づき教職員の意見を
反映させながら、学校運営
を推進していく。
・校務分掌については、若
年層にも積極的な割り振り
を行う。また、分掌の体制
の見直しを行い、職員数に
合った校務分掌としていき
たい。
・個人情報を校外へ持ち出
すときには管理職に確認
することを徹底し、情報管
理への意識が図られた。今
後、情報セキュリティ等に
関する意識をより高めてい
く。



(学校番号　　　　　 小－７　　      　　)

・問題行動等への生徒指導体制
が整備され機能している。教育
相談体制が整備され、機能して
いる。
・いじめを早期に発見し、早期対
応が図られている。

・今年度前半の生徒指導部会の共通理解に
重点を置いた。後半になり個別に対応、支援
の必要性が高まったため、ケース会議を行
い、より実践的な組織対応に当たった。
・問題行動やいじめの早期発見とその後の経
過観察を徹底した。
・学校生活アンケートを定期的に行い、担任
が児童から聴き取りを行う中で、早期対応す
ることができた。

・子供たちは学校のきまりを理解
し、守っている。
・家庭、地域、関係機関との連携
が図られてた。

・「市場小学校　生活のきまり　※とくに気をつ
けてほしい１０の約束」を掲示し、よりきまりを
意識させるようにした。
・自転車の乗り方等に課題が残った。
学年・学級ごとに都度指導しているが、家庭・
地域との連携を強化していく。

・校内教育支援センター「さざん
かルーム」を開設に伴い、教室環
境整備や担当職員との連携な
ど、運営体制を確立する。

・担任とスクールアシスタントが連携し、さざん
かルームを利用したい児童にとって、安心し
て過ごせる場とすることができた。
・「さざんかをつかうときのやくそく」を作成し、
利用する児童、保護者とも利用の仕方の共
通理解を図った。

・安全点検が確実に行われ、安
全な学校環境が整備されてい
る。

・毎月安全点検日を設け、全職員で協力し校
舎内外の安全点検ができた。
・教育委員会の関係部署と連携を取りながら
施設修繕を行った。

・災害時、不測の事態を想定した
適切な指導や避難訓練を行って
いる。

・年間計画に位置付けた避難訓練を行うこと
ができた。不測の事態への危機意識が高め
られた。

・危機管理マニュアルが活用され
児童は危機対応能力を身に付け
ている。

・危機管理マニュアルをまとめ、校舎内に掲
示している。大切な「おはしも」「いかのおす
し」などの約束事を児童に定着させるよう努め
た。

・安全に関して家庭、地域、関係
機関との連携を図り、適切に対
応している。

・保護者、地域がスクールガードとして登下校
の安全指導を行ってくれている。校長が朝の
登校指導をしている。

生
徒
指
導

・児童理解を深め、校
内の生徒指導体制を
確立する。

・基本的生活習慣を
育成する。

・生徒指導に関して組織と
して対応できた。今後も生
徒指導担当を中心に組織
として取り組み、問題の早
期解決に努めていく。
・家庭や地域との連携をさ
らに強化するため、学校か
らの情報の提供をより積極
的に行う。

・早期発見、早期対応
ができている。目に見
えないところの発見を
どうしていくか。ささい
なところが難しい。アン
ケートなどで探ろうとし
ているが、友達、保護
者を通して聞き出すこ
とも必要である。
・ＳＮＳでの誹謗中傷
が低年齢化している。
携帯を持っている子も
多い。校外での生活
の仕方も気を付けた
い。
・来年児相ができる。
関係機関を巻き込ん
で、連携して対応して
ほしい。

・今後も定期的な生活
アンケートや児童主体
のいじめを考える機会
をもつことでいじめ対
策の強化を行い、取り
組みを積極的に地
域、保護者へ伝えて
いく。
・家庭や地域と一緒に
問題解決を図れるよう
にしていく。

安
全
管
理

・学校安全計画に基
づいた安全管理と危
機管理体制の確立お
よび児童の危機対応
能力の向上を図る。

・各担当者による毎月の点
検、安全主任による報告内
容の確認が適切に行われ
たので継続していく。
・危機管理マニュアルにつ
いて年度当初に全職員で
確認し改定も行う。
・児童の安全について保護
者や地域に啓発し、安全
確保に協力を得られるよう
にする。

・南海トラフが心配して
いる。いつ災害が起き
るかわからない。計画
していても即対応は難
しい。
・通学路の危険箇所
（特に下校時）や不審
者対応のため、今後も
複数人で登下校する
ように学校から啓発し
てほしい。

・定期的な避難訓練
（地震、津波、不審者
等）を今後も継続して
いく。
・児童の安全について
課題や家庭・地域へ
お願いしたいことは、
学校だより等を利用
し、保護者や地域に啓
発し、安全確保に協力
を得られるようにしてい
く。
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・学校保健計画に基づいて、児
童の健康管理が行われている。

・学校保健計画に基づいて、健康観察をもと
に子供たちの健康管理を行った。ＩＣＴを活用
して、各学級ごとの欠席状況をデータ管理す
るようにした。

・児童の病気やけがなど適切な
処置を行い、家庭へ速やかに連
絡している。

・児童が病気やけがをした際に速やかに家庭
へ連絡し、病気、けがの状況を伝えることが
できた。特に首から上のけがは必ず管理職へ
の報告を徹底した。

・食育に関する指導を計画的に
行うことができた。

・栄養教諭が積極的に複数の学年、学級で
授業を行い、食育を推進することができた。
・給食配膳時に季節に応じた献立や食材、調
理方法などをまとめたスライドや調理動画を
視聴することで、子供たちの食への関心を高
めることができた。

・児童の悩みを把握し、心のケア
を行っている。

・児童理解に努め、変化を見逃さず担任が声
かけをすることができた。心配な児童には管
理職が進んで対応し、組織的な対応となっ
た。
・スクールカウンセラーが児童の様子から担
任へコンサルテーションを行うことで児童理解
が深まった。

・校内研修は学校の教育課題に
即したものであった。

・ＩＣＴ機器の活用等学校の教育課題に沿っ
た研修が行われ、有意義であった。

・食育が素晴らしい。
・調理過程の映像配
信や千産地消の取り
組みは、引き続きお願
いしたい。

・栄養教諭を中心とし
て、学校全体で食育
の推進をより進めてい
く。次年度も個別的な
相談指導に取り組ん
でいく。
・養護教諭による保健
指導を年間計画を作
成し、学年に応じて実
施していく。

研
修

・教職員の資質、指導
力の向上をめざし、体
系的に研究、研修を
進める。
・教育課程の工夫改
善を図り、教職員が教
材研究するための時
間の確保に努める。

・校内研究については、
「主体的・対話的で深い学
びを生み出す情報活用教
育の推進」を研究主題に研
修を行ってきた。次年度
は、より全職員が見通しを
もてるような研究推進となる
よう検討していく。
また、ＡＩの効果的な活用
についても研修、研鑽を行
う。

・情報化が進んでいる
がAIは扱い次第であ
る。間違った情報を判
断できる教育は、人が
教えていく。個性がな
くなってしまわないか
が心配である。個を大
切にしてほしい。

・子供たちの実態を捉
え、能力や技量を高め
るために、今後も研
修・研究を進めてい
く。
・ＡＩの業務への取り入
れや授業での扱いに
ついては、外部講師を
招聘して研修を行う
等、教職員の資質向
上に努めていく。

・校内研究、教材研究を通して、
教師の授業力を高め授業の改善
が図られた。

・校内研究の領域を「情報」とし、全教科で教
科横断的に「主体的に学ぶ」、「自分の考え
をもつことができる」ことに重点を置いて追求
し、教員が効果的な活用場面や方法を研
究、実践することで、児童の情報活用能力の
向上がみられた。

保
健
管
理

・学校保健計画に基
づいて児童の健康管
理と心のケアの体制を
整える。

・担任と養護教諭とで健康
管理について学年に応じ
た指導を年間計画に位置
づけ実施していく。
・アレルギー対応につい
て、連絡票の活用により一
層の統一と危機管理意識
の向上を図る。夏のアレル
ギー対応研修を引き続き
行っていく。
・児童が担任だけでなく、
他の教職員にも悩み事を
話せるような体制づくりに
努める。
・スクールカウンセラーの活
用を活発にし、保護者のみ
ならず児童にとっても相談
しやすい環境作りに努め
る。



(学校番号　　　　　 小－７　　      　　)

・保護者や地域への情報提供を
適切に行っている。
・地域、ＰＴＡとの連携は図られて
いる。
・保護者や地域の方から寄せら
れた要望に対応している。

・ホームページ、学校メールなどを活用して学
校の様子を伝えるよう努めた。
・本校おやじの会主催イベントには多くの子
供たちや保護者が参加している。また、地域
イベントについても学校メールを利用して周
知している。

・地域の子供たちの健全な育成
のために、学校間、地域、家庭と
の連携が図られている。

・中学校区の小中学校との連携した取り組み
を行うことができ、学校行事の持ち方の共通
理解を図ることができた。

・学校から学校運営協議会委員
や関係機関への情報提供を適
切に行っている。

・学校だよりを市場町自治会家庭への回覧を
行った。
・行事（運動会、授業参観等）への招待する
機会を増やした。
・学校運営協議会を年３回開催し、学校運営
に助言をいただいた。

・校内の特別な教育支援を必要
とする子供への支援体制が整備
されている。

・特別支援教育コーディネーター、生徒指導
主任と管理職を中心に支援体制を計画的に
組んだ。支援の必要な児童の個別のファイル
作成を継続している。それにより、引継ぎ等を
円滑に行うことができた。
・自閉症情緒障害特別支援学級「けやき学
級」について、校内で連携を図り、支援級と
交流学級との学習を通して、実態に合わせた
支援を行うことができた。

・特別支援教育について必要な
子供の個別の指導計画が作成さ
れ、実践されている。

・支援が必要な子供について、保護者の理
解を得て、個別の教育支援計画、個別の指
導計画を作成し、児童支援にあたることがで
きた。

・必要に応じて、医療・福祉など
の関係機関との連携を適切に
行っている。

・医療機関による経過観察を行っている児童
について、必要な対応について職員の共通
理解を図ることができた。
・医療面からの助言を要する児童について
は、保護者の理解を得て、学校職員（担任や
スクールカウンセラー、管理職）が直接連絡を
取り合い、児童の学校生活への支援につな
げることができた。

・児童数の急増を見据
え、新たな地域関係
者とのつながりにむ
け、準備を進めてほし
い。
・発表、発信をする場
を地域に広げていきた
い。

・ホームページや学校
だよりにより、児童の様
子や学校の姿勢を評
価していただけたの
で、来年度も積極的に
情報発信していく。
・市場町自治会家庭
への学校だよりを継続
していく。

特
別
支
援
教
育

・全教職員による特別
な教育支援を必要と
する子供への理解と
指導、支援を特別支
援コーディネーターを
核としての協力体制を
つくる。

・特別支援部会と生徒指導
部会を合わせて行った。
・個別の教育支援計画と個
別の指導計画を作成して、
保護者との連携をより一層
図っていく。
また、計画の策定だけでな
く、その活用について職員
の理解を深め、手順を確認
することが必要である。特
別支援教育に関する職員
の研修を計画的に進めて
いく。
・関係機関（総合教育セン
ター特別支援班、特別支
援学校巡回指導、訪問支
援員）やスクールカウンセ
ラー、スクールソーシャル
ワーカーと担任との連携を
より一層深めていく。

・学校でできる範囲の
中でしっかり取り組ん
でいる。
・特別支援学級の指
導に関し、特別な免許
は必要ではないが、指
導できる教員を養成
し、今後は全員が携わ
れるようにしていく必
要がある。

・支援が必要な子ども
全てに渡って、個別の
教育支援計画と個別
の指導計画を作成し、
保護者と定期的に連
絡を取りながら、教育
支援を行っていく。
・引き続き関係機関と
の連携を一層深めて
いく。
・校内の連携を図り、
支援級と交流学級との
学習の充実に努める。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

・保護者、地域の期待
や要望に応える連携
体制をつくる。

・地域中学校区を中
心とした学校間の連
携を強化していく。

・学校運営協議会委
員や関係機関との連
携体制をつくる。

・引き続き学校が目指して
いることや教育活動を保護
者や地域の方に説明した
り、学校の情報を発信した
りしていく。
・市民の会や地域の行事
により地域や保護者との連
携を深める機会が得られる
ので、意見をいただき学校
運営に反映していく。



(学校番号　　　　　 小－７　　      　　)

・学習環境や生活環境を向上さ
せるための整備を計画的に行っ
ている。

・老朽化した施設・設備の修繕など、昨年度
より環境を向上させることができた。

・施設設備の使用は、留意事項
を心得て有効に使用している。

・空教室が多くあるが、室内を整備し、作品展
示室や更衣室として、有効に活用することが
できた。

・施設設備の点検を適切に行
い、改善への努力を行っている。

・毎月の安全点検を確実に実施し、修繕が必
要な箇所については、優先順位をつけて対
応した。

施
設
設
備
・
環
境

・施設設備の有効活
用と教育環境の整備
を行う。

・施設設備については、
日々の安全点検に努め事
故を未然に防いでいく。
・修繕可能なものは早急に
対応する。学校でできない
ものについては、引き続き
市教委へ要望し、修理、改
善を依頼する。また、校舎
老朽化に伴う改善箇所に
ついては、短期的、長期的
なものに分類し、計画的に
改善していく。

・樹木の倒木に気を付
けてほしい。
・和式トイレの利用度
は少ない。洋式トイレ
に変える要請を出した
方がよいのではない
か。

・施設設備について
は、日々の安全点検
に努める。学校で修繕
できないものについて
は、市教委へ要望し、
修理、改善を依頼す
る。


